
拝殿、中殿、供養殿、奥殿を有する御影堂

善通寺五岳山
誕生院

乃木館 戒壇めぐり

明治時代、旧軍第11師団司令
部があった場所に建てられた
ルネッサンス様式の建築。初
代師団長を務めた乃木将軍以
下、歴代の師団長が実際に執
務をしていた部屋があり、各将
軍にまつわる品を展示。特に、
日露戦争で活躍した乃木将軍
の写真「水師営の会見」は歴
史的なひとコマ。海軍や旧陸軍
の資料展示室もある。

御影の池

御影堂の前に弘法大師と両親
の像を祀った小さな池がある。
大師が唐への留学を前に京よ
り帰宅した時、名残を惜しむ
母・玉寄御前に贈るために、自
分の姿をこの池に映して自画
像を描いたといわれている。池
の前には、かつてこの池を覆っ
ていた松の枯木が「御影の松」
として保存されている。

御影堂の地下にある約100m
の通路。いったん中に入ると静
寂と暗闇に包まれ、まるで胎内
にいるかのよう。闇の中を壁づ
たいに歩いていく。「悪行のあ
る者は出られない」といわれる
が、大師を慕い、精進して歩け
ば、いずれは大師が明るい灯
をともしてくれる。宝物館の拝
観と合わせて大人500円。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

第75番 善通寺
●香川県善通寺市善通寺町3-3-1    
☎0877-62-0111 
●宿坊／あり（要予約）

第76番 金倉寺
●香川県善通寺市金蔵寺町1160 
☎0877-62-0845
●宿坊／なし

　真言宗善通寺派の総本山・善通寺は高野
山、東寺とともに大師三大霊跡の一つに数えら
れ、弘法大師誕生の地でもある。創建は大同２
年（８０７）、唐から帰国した弘法大師が生まれ
故郷に真言密教の根本道場を建立したのが
始まり。讃岐の豪族だった父・佐伯直田公善通
から荘田を貰い受けた弘法大師は、この地に
インドの八大仏跡の土砂を撒き、唐の青龍寺
伽藍の雰囲気を再現しようとした。弘仁４年（８
１３）に金堂（本堂）などの七堂伽藍が完成。大
師は本尊として薬師如来像を刻んだが、現在、
金堂には運長作の薬師如来坐像が安置され
ており、大師が刻んだものは胎内仏として祀ら
れている。

　４万５０００㎡もの広さを誇る境内は、「伽
藍」と呼ばれる東院と、「誕生院」と呼ばれる
西院に分かれる。東院は、創建以来の寺域
であり、金堂と呼ばれる本堂や、五重塔、釈
迦堂などが建っている。
　東院から参道を通って、仁王門をくぐると
西院に入る。西院は、大師が誕生された佐
伯家の邸宅跡にあたり、拝殿、中殿、供養
殿、奥殿を有する御影堂（大師堂）が佇ん
でいる。大師は奥殿のある場所で誕生した
と伝えられている。
　御影堂の近くにある宝物館では、重要文
化財に指定されている吉祥天立像や、地蔵
菩薩立像などの多くの寺宝を拝観できる。

境　内歴史・全体像
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第75番
ごがくさん　たんじょういん　ぜんつうじ

大師が誕生した善通寺派の総本山

御詠歌／我れ住まばよも消え果てじ
善通寺深き誓いの法のともし火
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／真言宗善通寺派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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金堂上層部に掲げられた「大宝楼閣陀羅尼」の筆跡が美しい

➡

香川県善通寺市南町2-1-1
善通寺から南東に約1.2km
0877・62・2311（善通寺駐屯地広報）
見学時間9：00～12：00、13：00～16：00
水曜
無料
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